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ナイスショット！ジュニアゴルフ教室開講！！
　子どもたちにゴルフの魅力や楽しさを伝えようと行われているゴルフ教室

は、六戸町のユニークな取り組みの１つ。十和田国際カントリークラブの練習

場が開放され、六戸高校ゴルフ部の生徒やボランティアの指導員がレッスンを

サポートしています。週末になると、子どもたちが夢中で「打ちっぱなし」を

楽しんでいます。

【No．１１95】 〔メイプルジュニアクラブゴルフ教室　六
ろく

戸
のへ

町
まち

〕

■　　　　　　　　　……… ２　■市町村長会議（町村の部）… ４

■　　　　　　　　………… ６　■　　　　　　　　　　　　　…７

■いまが旬！…………………１2　■随想　吉田六戸町長…………１6

平成25年度重点施策の
国会議員説明会等
豪雪等による
農業被害対策要望

県立高等学校教育改革第３次
実施計画（後期）に関する要望



2あおもり

　
本
会
は
、
県
、
県
市
長
会
の
三
者
合
同
に
よ
り
、
七
月
七
日
、

青
森
市
の
ホ
テ
ル
青
森
で
平
成
二
十
五
年
度
重
点
施
策
の
国
会

議
員
説
明
会
を
開
催
し
た
。

　
本
会
か
ら
は
越
善
会
長
、
須
藤
副
会
長
、
関
副
会
長
を
は
じ

め
役
員
町
村
長
十
三
人
が
出
席
し
、
県
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
対
策
や
、
地
方
財
政
基
盤
の
充
実
・
強

化
な
ど
七
項
目
の
重
点
施
策
を
説
明
し
、
実
現
へ
協
力
を
求
め

た
。

越善会長が町村財政基盤の充実・強化等を訴える

説明会には関係者約130人が出席

　

説
明
会
に
は
、
県
選
出
国
会
議

員
の
横
山
北
斗
衆
議
院
議
員
、
木

村
太
郎
衆
議
院
議
員
、
津
島
恭
一

衆
議
院
議
員
、
中
野
渡
詔
子
衆
議

院
議
員
、
高
橋
千
鶴
子
衆
議
院
議

員
、
山
崎
力
参
議
院
議
員
、
平
山

幸
司
参
議
院
議
員
、
赤
石
清
美
参

議
院
議
員
ほ
か
代
理
と
し
て
各
国

会
議
員
秘
書
が
出
席
し
た
。
ま

た
、
本
会
か
ら
は
越
善
会
長
、
須

藤
、
関
両
副
会
長
を
は
じ
め
役
員

の
十
三
町
村
長
、
県
か
ら
は
三
村

知
事
ほ
か
副
知
事
と
関
係
部
局
長
、

県
市
長
会
か
ら
は
鹿
内
会
長
（
青

森
市
長
）
ほ
か
各
市
長
（
代
理
含

む
）
な
ど
、
約
百
三
十
人
が
出
席

し
た
。

　

同
説
明
会
で
は
、
は
じ
め
に
、

県
は
三
村
知
事
の
あ
い
さ
つ
に
引

き
続
き
、
地
方
交
付
税
の
増
額
、

「
創
造
的
復
興
」
を
実
現
す
る
た

め
の
財
政
支
援
な
ど
、
十
六
項
目

の
重
点
施
策
を
担
当

部
局
長
が
説
明
し
た
。

　

本
会
か
ら
は
、
ま

ず
越
善
会
長
が
あ
い

さ
つ
の
中
で
「
東
日

本
大
震
災
は
復
旧
か

ら
復
興
へ
と
歩
み
を

進
め
て
き
た
。
引
き

続
き
復
興
へ
の
取
り

組
み
を
お
願
い
す
る
。

ま
た
、
町
村
が
自
主

的
、
主
体
的
な
地
域

づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
そ
の
前
提

と
な
る
町
村
財
政
基

盤
の
充
実
・
強
化
が

不
可
欠
で
あ
る
」
と

述
べ
、
本
会
事
務
局

か
ら
、
東
日
本
大
震

災
の
復
興
対
策
、
地

方
財
政
基
盤
の
充

震災の復興対策、地方財政基盤の充実・強化等を訴える

25年度重点施策の国会議員説明会
県・市長会・町村会３者合同で
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実
・
強
化
な
ど
、
七
項
目
の
重
点

施
策
を
説
明
し
た
。（
本
会
重
点

施
策
の
説
明
項
目
は
上
記
の
と
お

り
）。

　

ま
た
、
市
長
会
か
ら
は
、
少
人

数
学
級
編
成
の
更
な
る
推
進
な
ど
、

九
項
目
の
重
点
施
策
が
説
明
さ
れ

た
。

　

本
会
の
越
善
会
長
は
じ
め
県
、

市
長
会
は
、
七
月
十
二
日
、
東
京

都
内
に
お
い
て
、
民
主
党
、
自
由

民
主
党
の
ほ
か
、
総
務
省
、
厚
生

労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交

通
省
、
環
境
省
並
び
に
県
選
出
国

会
議
員
に
対
し
、
平
成
二
十
五
年

度
の
重
点
施
策
提
案
を
行
い
、
本

県
の
実
情
を
訴
え
、
施
策
の
実
現

に
つ
い
て
強
く
求
め
た
。　
　
　

　
関
係
省
庁
等
に

重
点
施
策
提
案
活
動
　

本会重点施策の説明項目
１．東日本大震災の復興対策に関する提案
２．平成25年度政府予算編成及び施策に関する提案
　（１）地方財政基盤の充実・強化について
　（２）医療・保健・福祉施策の強力な推進について
　　①地域医療の確保・充実及び総合的な子育て支援について
　　②国民健康保険制度等の円滑な実施について
　（３）農林水産業の振興について
①ＴＰＰ交渉について　②農業の振興について
③林業の振興について　④水産業の振興について

　（４）社会基盤の整備について
　（５）環境保全対策の推進について
　（６）学校施設等の防災機能の強化及び統廃合に係る財政支援について

県説明の冒頭で三村知事があいさつ

津島国土交通大臣政務官（左から２人目）へ要望

説明会には県選出国会議員８人が出席
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努
力
に
応
え
る
べ
く
、
地
域
医
療

の
確
保
・
充
実
に
努
め
て
い
く
。

10
．
雇
用
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

＝
総
合
販
売
戦
略
や
農
林
水
産
業

の
六
次
産
業
化
、
本
県
の
特
性
を

活
か
し
た
新
産
業
の
創
造
と
育
成
、

戦
略
的
企
業
誘
致
、
東
北
新
幹
線

を
活
用
し
た
観
光
産
業
の
振
興
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
輸
出
の
拡

大
促
進
や
、
外
国
人
観
光
客
の
誘

致
な
ど
も
強
力
に
進
め
、
地
域
経

済
の
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
・
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

11
．
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い

て
（
３
）
新
た
な
米
の
優
良
品
種
の

開
発
に
つ
い
て
＝
地
方
独
立
行
政

法
人
青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

で
は
、
耐
病
性
や
耐
冷
性
に
優
れ

た
良
食
味
品
種
の
開
発
を
基
本
方

向
と
し
て
進
め
て
お
り
、｢

コ
シ

ヒ
カ
リ｣

級
の
極
良
食
味
で
安
定

生
産
が
可
能
な
品
種
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
年
度
も
現
地

適
応
性
試
験
を
五
系
統
で
実
施
す

る
。

（
５
）
県
産
農
林
水
産
品
の
輸
出

促
進
に
つ
い
て

②
米
の
輸
出
検
査
体
制
の
整
備
に

つ
い
て
＝
国
は
さ
ら
な
る
輸
出
数

量
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
指
定
精

米
工
場
及
び
登
録
く
ん
蒸
倉
庫
を

号
に
符
合
）

１
．
東
日
本
大
震
災
の
復
興
対
策

に
つ
い
て
＝
被
災
市
町
村
の
復

旧
・
復
興
事
業
経
費
に
所
要
の
財

政
措
置
が
十
分
に
講
じ
ら
れ
る
よ

う
国
に
働
き
か
け
る
。
県
産
農
林

水
産
物
の
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
国
内
外
へ
の
情
報
発

信
を
強
化
す
る
。
地
域
防
災
計
画

（
原
子
力
編
）
は
、
対
象
市
町
村

の
修
正
に
向
け
て
適
時
適
切
な
情

報
提
供
を
行
う
。

２
．
町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化

に
つ
い
て
＝
こ
れ
ま
で
も
全
国
知

事
会
等
を
通
じ
、
地
方
交
付
税
の

財
源
保
障
機
能
及
び
財
源
調
整
機

能
の
強
化
及
び
総
額
の
確
保
等
を

強
く
求
め
て
き
た
。
今
後
も
連
携

を
一
層
密
に
し
な
が
ら
、
地
方
の

安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
と
な

る
地
方
交
付
税
総
額
の
確
保
に
向

け
て
、
国
に
対
し
訴
え
て
い
く
。

７
．
地
域
医
療
対
策
に
つ
い
て
＝

内
科
医
等
の
確
保
は
「
今
あ
る
マ

ン
パ
ワ
ー
で
可
能
な
限
り
良
質
な

医
療
の
提
供
体
制
を
創
り
あ
げ
て

い
く
」
と
の
観
点
か
ら
、
県
と
と

も
に
自
治
体
病
院
機
能
再
編
成
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
今

後
と
も
弘
前
大
学
を
は
じ
め
関
係

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
市
町
村
の

　

会
議
に
は
、
県
側
か
ら
三
村
知

事
ほ
か
関
係
部
局
長
、
各
地
域
県

民
局
長
と
、
本
会
か
ら
は
越
善
会

長
を
は
じ
め
県
内
全
三
十
町
村
長

と
各
郡
町
村
会
事
務
局
長
等
が
出

席
し
た
。

　

主
催
者
の
三
村
知
事
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
越
善
会
長
が
県
に
対
す

る
十
四
項
目
の
提
言
を
述
べ
、
県

担
当
部
局
か
ら
は
、
当
日
回
答
の

八
項
目
に
対
す
る
所
見
が
述
べ
ら

れ
た
。（
概
要
は
後
述
の
と
お
り
）

次
に
、
県
・
町
村
共
通
の
政
策
課

題
と
し
て
、
県
提
出
の
「
平
均
寿

命
の
延
伸
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
」、
及
び
本
会
提
出
の
「
地
域

防
災
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

た
。

本
会
提
言
に
対
す
る
県
所
見

（
会
議
当
日
回
答
分
、
一
部
抜
粋
、

項
目
番
号
は
左
頁
の
提
言
項
目
番

本会の提言事項を説明する越善会長

東
日
本
大
震
災
の

復
興
対
策
な
ど

14
項
目
を
提
言

平
均
寿
命
の
延
伸
、
地
域
防
災
活
動
の
推
進
で
意
見
交
換

24年度市町村長会議
　
県
は
、
七
月
十
日
、
青
森
市
の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
平
成

二
十
四
年
度
市
町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）
を
開
催
し
た
。
本

会
か
ら
越
善
会
長
、
須
藤
、
関
両
副
会
長
は
じ
め
各
町
村
長
が

出
席
し
、
県
に
対
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
対
策
な
ど

十
四
項
目
の
提
言
事
項
を
説
明
し
、
実
現
を
強
く
訴
え
た
。
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増
や
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
国
に

よ
る
審
査
や
中
国
側
の
調
査
を
経

て
新
た
な
指
定
等
が
行
わ
れ
る
。

（
８
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て
＝

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
の
日
本
提
案
の

基
本
理
念
で
あ
る｢
多
様
な
農
業

の
共
存｣

の
立
場
を
堅
持
し
、
国

内
農
林
水
産
業
の
振
興
と
農
山
漁

村
地
域
の
活
性
化
を
損
な
う
こ
と

の
な
い
よ
う
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
今
後
と
も
機
会
を
捉

え
て
交
渉
不
参
加
を
国
に
働
き
か

け
て
い
く
。

（
11
）
水
産
資
源
の
回
復
・
管
理

の
推
進
に
つ
い
て

①
サ
ケ
ふ
化
放
流
事
業
に
係
る
体

制
の
強
化
に
つ
い
て
＝
国
で
は
ふ

化
場
の
施
設
整
備
費
へ
の
支
援
、

県
で
は
稚
魚
買
い
上
げ
を
行
っ
て

い
る
。
我
が
国
へ
回
帰
す
る
サ
ケ

資
源
の
維
持
増
大
に
向
け
て
、
国

や
関
係
道
県
と
の
情
報
交
換
に
務

め
、
放
流
事
業
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

12
．
社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に

つ
い
て

（
１
）
道
路
の
整
備
促
進
及
び
道

路
整
備
予
算
の
確
保
に
つ
い
て
＝

所
要
の
道
路
整
備
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
、
地
方
の
道
路
整
備
に
必
要

な
予
算
の
確
保
・
充
実
と
と
も
に
、

道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る
地
方
へ

の
重
点
配
分
に
つ
い
て
、
市
町
村

並
び
に
関
係
団
体
等
と
一
丸
と

な
っ
て
国
に
強
く
働
き
か
け
て
い

く
。

（
５
）
市
町
村
道
除
排
雪
費
に
対

す
る
交
付
金
制
度
等
の
充
実
に
つ

い
て
＝
国
に
よ
る
交
付
対
象
が
雪

寒
指
定
路
線
に
限
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
除
雪
対
象
路
線
の
拡

充
や
降
積
雪
の
実
態
を
反
映
し
た

柔
軟
な
予
算
措
置
が
で
き
る
市
町

村
道
へ
の
除
雪
の
支
援
制
度
に
つ

い
て
今
後
と
も
市
町
村
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
国
に
働
き
か
け
て
い

く
。

13
．
教
育
施
策
等
の
推
進
に
つ
い

て
（
１
）
学
校
施
設
等
の
防
災
機
能

の
強
化
等
に
つ
い
て
＝
耐
震
化
推

進
の
た
め
の
財
政
支
援
の
拡
充
及

び
防
災
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に

必
要
な
予
算
の
確
保
に
つ
い
て
、

全
国
施
設
主
管
課
長
協
議
会
や
全

国
公
立
学
校
施
設
整
備
期
成
会
を

通
し
て
要
望
し
て
お
り
、
今
後
と

も
国
に
対
し
働
き
か
け
て
い
く
。

14
．
世
界
遺
産
白
神
山
地
の
遺
産

登
録
二
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て
＝
今
年
度
は｢
生
物
多
様
性
地

域
戦
略｣

の
策
定
に
着
手
す
る
ほ

か
、
二
十
周
年
記
念
事
業
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
宿
泊

施
設
の
認
定
等
の
事
業
を
行
い
、

二
十
五
年
度
の
記
念
式
典
の
開
催

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

三村知事が県と町村の一層の連携を呼び掛ける

平
成
24
年
度
市
町
村
長
会
議
（
町
村
の
部
）
提
言
項
目

１　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
対
策
に
つ
い
て

２　

町
村
財
政
基
盤
の
充
実
強
化
に
つ
い
て

３　

東
北
新
幹
線
全
線
開
業
効
果
の
継
続
獲
得
に
つ
い
て

４　

電
子
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

５　

海
岸
漂
着
物
の
廃
棄
処
理
対
策
に
つ
い
て

　
（
１
）
漂
流
・
漂
着
ゴ
ミ
対
策
の
推
進
に
つ
い
て 

　
（
２
）
海
岸
漂
着
海
藻
の
処
理
対
策
に
つ
い
て 

６　

総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

７　

地
域
医
療
対
策
に
つ
い
て

８　

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

９　

障
害
者
保
健
福
祉
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

10　

雇
用
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

11　

農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
（
１
）
担
い
手
の
確
保
・
育
成
対
策
等
に
つ
い
て

　
（
２
）
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
着
実
な
推
進
に
つ
い
て

　
（
３
）
新
た
な
米
の
優
良
品
種
の
開
発
に
つ
い
て

　
（
４
）
り
ん
ご
生
産
振
興
対
策
等
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

①
り
ん
ご
果
実
飲
料
の
原
料
原
産
地
表
示
に
つ
い
て

　
　

②
果
樹
経
営
安
定
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

　
　

③
り
ん
ご
防
除
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　
（
５
）
県
産
農
林
水
産
品
の
輸
出
促
進
に
つ
い
て

　
　

①
風
評
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
　

②
米
の
輸
出
検
査
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

③
台
湾
に
お
け
る
り
ん
ご
の
残
留
農
薬
基
準
の
設
定
に
つ
い
て 

　
（
６
）「
日
本
一
健
康
な
土
づ
く
り
運
動
」
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
７
）
農
業
を
軸
と
す
る
地
域
循
環
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
つ
い
て

　
（
８
）
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
い
て

　
（
９
）
適
切
な
森
林
整
備
と
県
産
材
の
利
用
促
進
等
に
つ
い
て

　
（
10
）
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
11
）
水
産
資
源
の
回
復
・
管
理
の
推
進
に
つ
い
て

　
　

①
サ
ケ
ふ
化
放
流
事
業
に
係
る
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　
　

②
ア
ユ
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

12　

社
会
基
盤
の
整
備
促
進
等
に
つ
い
て

　
（
１
）
道
路
の
整
備
促
進
及
び
道
路
整
備
予
算
の
確
保
に
つ
い
て

　
（
２
）
主
要
幹
線
道
路
等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
（
３
）
下
北
半
島
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
網
等
の
整
備
に
つ
い
て

　
（
４
）
北
海
道
新
幹
線
「
新
青
森
・
新
函
館
（
仮
称
）
間
」
の
開
業
に
向
け
た
道
路
整

備
に
つ
い
て

　
（
５
）
市
町
村
道
除
排
雪
費
に
対
す
る
交
付
金
制
度
等
の
充
実
に
つ
い
て

　
（
６
）
函
館
～
大
間
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
恒
久
的
運
航
に
向
け
た
制
度
の
確
立
に
つ
い
て

　
（
７
）
海
岸
堤
防
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
（
８
）
海
岸
沿
い
に
あ
る
急
傾
斜
地
の
避
難
施
設
及
び
経
路
等
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

13　

教
育
施
策
等
の
推
進
に
つ
い
て

　
（
１
）
学
校
施
設
等
の
防
災
機
能
の
強
化
等
に
つ
い
て

　
（
２
）
学
校
施
設
等
の
統
廃
合
に
か
か
る
財
政
支
援
に
つ
い
て

　
（
３
）
指
導
主
事
の
市
町
村
派
遣
に
つ
い
て

14　

世
界
遺
産
白
神
山
地
の
遺
産
登
録
二
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
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本
会
は
五
月
二
十
三
日
、
県
に

対
し
て
、
豪
雪
等
に
よ
る
農
業
被

害
対
策
に
係
る
要
望
運
動
を
実
施

し
、
越
善
会
長
、
舘
岡
産
業
経
済

委
員
長
が
県
庁
を
訪
れ
、
青
山
副

知
事
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

要
望
は
、
今
冬
の
豪
雪
や
四
月

上
旬
の
暴
風
に
よ
り
農
業
関
係
の

被
害
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い

　

本
会
は
七
月
十
日
、
青
森
市
の

ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
、
総
務
厚

生
委
員
会
並
び
に
産
業
経
済
委
員

会
を
開
催
し
、
県
各
部
局
と
諸
案

件
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

総
務
厚
生
委
員
会
で
は
、
古
川

委
員
長
（
六
ヶ
所
村
長
）
あ
い
さ

つ
の
後
、
県
総
務
部
市
町
村
振
興

課
の
大
川
課
長
か
ら
「
町
村
に
お

け
る
行
財
政
的
課
題
等
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
二
十
四
年
度
地
方

財
政
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
や
中
期
財

政
フ
レ
ー
ム
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
県
健
康
福
祉
部
の
江
浪
部

長
か
ら
「
平
成
二
十
四
年
度
県
健

康
福
祉
部
の
主
要
施
策
」
に
つ
い

て
、
が
ん
対
策
、
救
急
医
療
体
制

の
充
実
や
健
康
づ
く
り
事
業
等
の

て
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

産
業
経
済
委
員
会
で
は
、
舘
岡

委
員
長
（
板
柳
町
長
）
あ
い
さ
つ

の
後
、
県
農
林
水
産
部
の
渋
谷
部

長
か
ら
「
平
成
二
十
四
年
度
県
農

林
水
産
部
の
主
要
施
策
」
に
つ
い

て
、
農
山
漁
村｢

地
域
経
営｣

担

い
手
育
成
シ
ス
テ
ム
確
立
事
業
等

の
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
県
商

工
労
働
部
の
馬
場
部
長
か
ら
「
平

成
二
十
四
年
度
県
商
工
労
働
部
の

主
要
施
策
」
に
つ
い
て
、
地
域
資

源
活
用
に
よ
る
地
域
産
業
・
商
店

街
の
活
性
化
等
の
説
明
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

る
こ
と
を
受
け
、
り
ん
ご
苗
木
の

捕
植
の
支
援
や
り
ん
ご
等
生
産
に

対
す
る
技
術
指
導
の
徹
底
、
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
等
農
業
施
設
被
害
に
対

す
る
復
旧
支
援
を
求
め
実
施
し
た

も
の
。

　

本
会
か
ら
の
要
望
に
対
し
青
山

副
知
事
は
、
農
水
省
等
へ
支
援
要

望
し
た
こ
と
や
、
不
足
し
て
い
る

苗
木
に
関
し
県
内
の
苗
木
業
者
に

秋
か
ら
出
回
る
補
植
用
苗
木
の
養

成
・
確
保
を
要
請
し
た
こ
と
、
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
等
の
復
旧
に
つ
い
て

は
国
が
支
援
事
業
を
創
設
し
た
こ

と
を
受
け
六
月
に
市
町
村
向
け
の

説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る

こ
と
等
を
説
明
し
た
。

　

要
望
内
容
は
、
次
の
と
お
り
。

青山副知事に要望する越善会長と舘岡産業経済委員長

豪雪等による農業被害対策に関する要望
　今冬の豪雪により農業関係の被害が非常に大きくなっています。
　りんご関係では、りんご樹の枝折れや幹が裂ける被害をはじめ、わい
化樹を中心に、野ネズミや野ウサギの食害が多発し、農家からは落胆の
声が上がっております。
　りんご農家の生産意欲を高め、日本のりんご産地を堅持していくため
にも、支援が必要であります。
　また、農業用パイプハウスや堆肥舎などの被害は全県にわたり、４月
１８日現在で５３２棟が被害を受け、そのうち約半数が全壊となるなど大き
な被害となっております。
　特に、農業用パイプハウスは、被害が大きく倒壊したハウスを個人で
再建するのは難しいことから、生産者が意欲をなくさないためにも、支
援が必要であります。
　また、４月３日から４日にかけての暴風による農業被害対策に対して
も、同様の支援が必要であります。
　つきましては、県において以下の項目について特段の御高配をお願い
いたします。

記

１．りんご苗木の補植への支援
２．りんご等生産に対する技術指導の徹底
３．パイプハウス等農業施設被害に対する復旧支援

豪
雪
等
に
よ
る
農
業
被
害
対
策
を
求
め
県
へ
要
望

総
務
厚
生
・
産
業
経
済
両
委
員
会
を
開
催

県
主
要
施
策
等
に
つ
い
て
協
議

総務厚生委員会の様子

産業経済委員会の様子
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部
長
を
講
師
に
迎
え
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
め
ぐ
る
動
き
」
と
題
し
講
演
い

た
だ
い
た
。

　

講
演
の
中
で
柴
田
部
長
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
貿
易

協
定
の
概
要
を
説
明
し
た
ほ
か
、

「
既
存
の
十
一
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
関
税

撤
廃
を
し
て
い
な
い
全
関
税
品
目

数
の
一
割
部
分
（
農
産
物
等
）
の

取
り
扱
い
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
議
論
の
焦
点

で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
問
題
。
現
在
、

日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
は
米
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
三
カ
国
が
未
承
認
で
事
前

協
議
中
だ
が
、
国
か
ら
の
情
報
が

少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
相
変
わ
ら

ず
中
ぶ
ら
り
ん
の
印
象
」
な
ど
と

述
べ
た
。
ま
た
、
米
国
政
府
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
概
要

や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
影
響
の
見
込
み
、

二
十
一
分
野
の
主
な
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
、
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
概

要
な
ど
を
紹
介
。
中
国
、
イ
ン
ド
、

韓
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
お
ら

ず
「
ア
ジ
ア
の
成
長
」
を
取
り
組

む
こ
と
は
で
き
ず
、
農
林
漁
業
と

の
両
立
は
困
難
と
の
認
識
を
示
し

た
。

　

本
会
は
五
月
十
一
日
、
青
森
市

の
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森
で
町
村
総

務
課
長
会
議
を
開
催
し
た
。
出
席

者
は
町
村
総
務
担
当
課
長
等
三
十

人
。

　

会
議
で
は
、
本
会
総
務
課
が
町

村
長
健
康
管
理
研
修
、
顧
問
弁
護

士
の
斡
旋
な
ど
総
務
関
係
十
一
項

目
、
公
有
建
物
災
害
共
済
事
業
な

ど
共
済
関
係
四
項
目
、
業
務
課
が

各
種
研
修
、
町
村
職
員
採
用
統
一

試
験
、
法
令
外
負
担
金
の
規
制
な

ど
十
二
項
目
、
市
町
村
税
滞
納
整

理
機
構
が
機
構
の
概
要
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
、
各
業
務
に
対
す
る

理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
町
村
農
林

水
産
担
当
課
長
を
出
席
者
に
加
え
、

全
国
町
村
会
経
済
農
林
部
の
柴
田

　

本
会
は
六
月
十
三
日
、
県
教
育

委
員
会
に
対
し
て
、
県
立
高
等
学

校
教
育
改
革
第
三
次
実
施
計
画

（
後
期
）
に
関
す
る
要
望
運
動
を

実
施
し
、
須
藤
副
会
長
、
関
副
会

長
な
ど
関
係
町
村
長
八
人
が
県
庁

を
訪
れ
、
橋
本
県
教
育
長
に
要
望

書
を
提
出
し
た
。

　

要
望
は
、
今
後
、
具
体
案
が
公

表
予
定
の
県
立
高
等
学
校
教
育
改

革
第
三
次
実
施
計
画
（
後
期
）
に

関
し
て
、
高
等
学
校
の
縮
小
・
閉

校
に
よ
り
地
域
に
根
付
く
地
域
力

の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
計

画
の
策
定
に
当
た
り
、
地
域
住
民

の
意
見
を
十
分
考
慮
す
る
と
と
も

に
、
地
元
町
村
の
意
向
も
十
分
尊

重
す
る
よ
う
配
慮
を
求
め
実
施
し

た
も
の
。

　

本
会
か
ら
の
要
望
に
対
し
橋
本

県
教
育
長
は
、
説
明
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
広
く
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
生
徒
数
の
推

移
な
ど
も
総
合
的
に
勘
案
し
て
成

案
を
決
定
す
る
、
な
ど
と
説
明
し

た
。

　

要
望
内
容
は
、
次
の
と
お
り
。

本
会
事
業
に
協
力
要
請

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
全
国
町
村
会
部
長
講
演

町
村
総
務
課
長
会
議

全国町村会の柴田経済農林部長が講演

須藤副会長（左）が橋本県教育長（右）に要望書を提出

要望には8町村長が参加

県立高等学校教育改革第 3次実施計画（後期）
に関する要望

　現在、青森県教育委員会は「県立高等学校教育改革第３次実
施計画」に基づき、県立高等学校の統廃合を含めた見直しを進
め、その第３次実施計画（後期）に関する第２回地区説明会資
料では、県立弘前実業高等学校藤崎校舎の募集停止の検討をは
じめ、普通高校への校舎制の導入や学級数の削減等への方向性
が示されました。
　青森県はもとより、全国的な少子高齢化の進行など現在の厳
しい社会情勢の下では、生徒数の減少により、教育効果や学校
活力の低下、学校運営への支障が懸念されるところではありま
すが、高等学校は、地域との繋がりが強く地域力の一端を担っ
てきたところであり、これを縮小・閉校することによって、こ
れまで地域に根付いていた地域力が、今後、更に衰退すること
も懸念されるところであります。
　つきましては、県立高等学校教育改革第３次実施計画（後期）
について、今後、具体的な実施計画（後期）案が公表されると
ころですが、地区説明会で出された地域住民の意見を十分考慮
していただくとともに、地元町村の意向も十分尊重下さるよう
ご配慮をお願いいたします。

県
立
高
校
改
革
に
関
し
て

県
教
育
委
員
会
へ
要
望
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本
会
は
六
月
四
日
、
青
森
市
の

県
共
同
ビ
ル
で
第
三
回
理
事
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
、
越
善
会

長
を
は
じ
め
役
員
町
村
長
十
一
人
。

会
議
で
は
、
七
月
七
日
に
開
催
さ

れ
る
二
十
五
年
度
重
点
施
策
の
国

会
議
員
説
明
会
で
の
本
会
か
ら
の

提
案
事
項
等
を
協
議
し
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
お
り
承
認
、
決
定
し
た
。

　

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

協
議
事
項

○
協
議
事
項　

平
成
二
十
五
年
度

重
点
施
策
の
国
会
議
員
説
明
会
等

に
つ
い
て
＝
本
会
か
ら
の
提
案
項

目
を
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。
説

明
会
の
概
要
は
、
本
紙
二
、三
頁

参
照
。

◎
東
日
本
大
震
災
の
復
興
対
策
に

関
す
る
提
案

１　

防
災
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

２　

原
子
力
施
設
等
の
安
全
対
策

等
に
つ
い
て

３　

観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て

◎
平
成
二
十
五
年
度
政
府
予
算
編

成
及
び
施
策
に
関
す
る
提
案

総
務
省
関
係

１　

町
村
自
治
の
確
立
及
び
地
方

財
政
基
盤
の
充
実
・
強
化
に
つ

い
て

２　

自
治
体
病
院
に
対
す
る
財
政

措
置
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て

３　

情
報
化
施
策
の
推
進
に
つ
い

　

て
文
部
科
学
省
、
文
化
庁
関
係

１　

核
融
合
研
究
開
発
を
行
う
国

際
研
究
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て

２　

野
生
鳥
獣
の
保
護
管
理
事
業

の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て

３　

学
校
施
設
等
の
防
災
機
能
の

強
化
及
び
統
廃
合
に
係
る
財
政

支
援
に
つ
い
て

４　

就
学
援
助
制
度
の
充
実
に
つ

い
て

厚
生
労
働
省
関
係

１　

地
域
医
療
の
確
保
・
充
実
に

つ
い
て

２　

総
合
的
な
子
育
て
支
援
対
策

の
推
進
に
つ
い
て

３　

介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運

営
に
つ
い
て

４　

国
民
健
康
保
険
制
度
等
の
円

滑
な
実
施
に
つ
い
て

５　

障
害
者
保
健
福
祉
施
策
の
推

進
に
つ
い
て

６　

雇
用
施
策
の
充
実
・
強
化
に

つ
い
て

農
林
水
産
省
関
係

１　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

２　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て

３　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
関
係

１　

原
子
力
施
設
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

２　

電
源
地
域
振
興
の
た
め
の
交

付
金
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て

３　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
処
分
に
係
る
施
策
の
推
進

に
つ
い
て

国
土
交
通
省
関
係

１　

道
路
の
整
備
等
に
つ
い
て

２　

県
土
の
安
全
性
の
確
保
と
向

上
等
に
つ
い
て

３　

津
軽
ダ
ム
建
設
事
業
の
整
備

促
進
に
つ
い
て

４　

観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て

環
境
省
関
係

１　

環
境
保
全
対
策
の
推
進
に
つ

い
て

２　

野
生
鳥
獣
の
保
護
管
理
事
業

の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て

　

本
会
は
、
県
市
長
会
、
県
市
町

村
振
興
協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、

七
月
三
日
、
青
森
市
の
ア
ッ
プ
ル

パ
レ
ス
青
森
で
、
面
接
試
験
技
法

研
修
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
は

市
町
村
の
人
事
担
当
管
理
職
員
等

二
十
五
人
。

　

山
口
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
研
修
会
で
は
、

財
団
法
人
公
務
人
材
開
発
協
会
の

福
島
一
夫
氏
が
面
接
試
験
の
基
礎

知
識
や
質
問
・
評
価
の
技
法
等
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　

福
島
氏
は
「
筆
記
試
験
と
同

様
、
面
接
試
験
も
公
正
性
、
統
一

性
、
客
観
性
な
ど
試
験
と
し
て
の

要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
。
そ

の
た
め
に
は
、
構
造
化
の
導
入
に

よ
り
標
準
化
の
水
準
を
高
め
た
う

え
で
、
関
連
資
料
を
整
備
活
用
し

な
が
ら
、
焦
点
を
絞
り
、
展
開
し

掘
り
下
げ
て
い
く
質
問
の
技
法
と
、

公
正
、
的
確
で
偏
り
な
い
評
価
の

技
法
が
求
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
面
接
者
の
心
構
え
に
つ

い
て
、「
採
用
対
象
職
務
の
内
容
、

求
め
る
人
物
像
を
理
解
す
る
こ
と
。

ま
た
、
受
験
者
の
信
頼
感
に
つ
な

が
る
よ
う
、
円
熟
し
た
落
ち
着
い

た
態
度
で
の
面
接
を
心
が
け
る
こ

と
。
さ
ら
に
は
、
人
を
評
価
す
る

こ
と
の
意
味
と
難
し
さ
を
十
分
認

識
し
偏
見
の
な
い
柔
軟
な
考
え
方

で
、
客
観
的
に
評
価
を
行
う
こ
と
。

面
接
の
場
が
組
織
の
窓
口
で
あ
る

こ
と
の
自
覚
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　

研
修
会
で
は
、
模
擬
面
接
試
験

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
賞
し
、
三
人
の
面

接
試
験
官
の
悪
い
例
と
良
い
例
の

言
葉
使
い
や
態
度
な
ど
に
つ
い
て
、

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
議
し

意
見
交
換
・
発
表
し
た
ほ
か
、
グ

ル
ー
プ
別
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
方
式

に
よ
る
模
擬
面
接
実
習
を
行
い
、

問
題
点
等
を
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
討
議
し
た
。

国
に
対
す
る
提
案
事
項
を
決
定

本
会
理
事
会

面接技法の理解を深めた研修会の様子

効
果
的
な
面
接
技
法
と
は

面
接
試
験
技
法
研
修
会
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本
会
の
政
務
活
動
の
一
環
の
町

村
長
行
政
調
査
研
修
は
、
五
月

二
十
三
日
～
二
十
六
日
ま
で
の
四

日
間
、
台
湾
の
経
済
状
況
及
び
日

本
産
品
の
現
状
等
を
調
査
す
る
た

め
、
越
善
会
長
は
じ
め
十
四
人
の

町
村
長
と
二
人
の
町
村
職
員
が
参

加
し
、
実
施
し
た
。

　

今
回
の
調
査
研
修
で
は
、
公
益

財
団
法
人
交
流
協
会
を
訪
問
し
、

佐
味
副
代
表
及
び
中
山
経
済
部
主

任
よ
り
台
湾
社
会
の
特
徴
や
、
日

本
産
品
（
食
品
）
の
現
状
等
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

説
明
で
は
、
台
湾
に
お
け
る
日

本
産
品
は
、
台
湾
が
指
折
り
の
親

日
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
イ
メ
ー

ジ
は
良
く
、
高
級
百
貨
店
や
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
い
た
る
と

こ
ろ
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

台
湾
人
の
消
費
傾
向
と
し
て
、

ブ
ラ
ン
ド
、
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
に

弱
い
こ
と
や
、
台
湾
で
日
本
の
テ

レ
ビ
番
組
が
放
送
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
食
の
情
報
に
限
ら
ず
、

有
名
店
、
地
域
文
化
、
観
光
等
の

情
報
に
も
詳
し
い
。
こ
の
た
め
、

も
と
も
と
日
本
に
興
味
の
あ
る
台

湾
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
日
本
の

食
品
単
独
の
売
り
込
み
で
は
な
く
、

日
本
の
地
域
文
化
、
観
光
等
と
絡

め
た
売
り
方
で
引
き
つ
け
ら
れ
る

台
湾
人
が
多
い
。

　

台
湾
で
は
贈
答
品
市
場
が
存
在

し
、
春
節
、
中
秋
節
に
合
わ
せ
て

贈
り
物
を
す
る
習
慣
が
あ
り
、
こ

の
時
期
に
日
本
産
品
の「
高
品
質
」

「
高
価
格
」
な
り
ん
ご
が
売
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
台
北
市
内
で
は
、

健
康
志
向
の
高
ま
り
か
ら
、
健
康

食
品
シ
ョ
ッ
プ
が
増
加
中
な
こ
と

や
、
二
十
～
三
十
歳
代
の
購
買
力

の
大
き
い
独
身
の
女
性
の
健
康
志

向
に
合
わ
せ
た
商
品
も
増
え
て
い

る
。

　

町
村
長
か
ら
台
湾
人
の
「
米
」

の
食
べ
方
や
、
本
県
の
商
品
の

売
り
込
み
等
の
質
問
に
対
し
て

は
、
ご
飯
に
何
か
乗
せ
て
食
べ
る

こ
と
か
ら
、
日
本
人
ほ
ど
「
米
」

の
味
に
こ
だ
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

や
、
日
本
か
ら
台
湾
へ
の
輸
出
に

つ
い
て
は
、
例
え
ば
大
き
な
り
ん

ご
や
、
健
康
志
向
が
強
い
こ
と
か

ら
長
生
き
で
き
る
健
康
食
品
と
し

て
の
「
ナ
ガ
イ
モ
」
の
売
り
込
み

等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
台
北
市
内
に
あ
る

シ
テ
ィ
ス
ー
パ
ー
復
興
店
の
日
本

食
品
の
販
売
状
況
に
つ
い
て
、
同

店
の
ト
ニ
ー
社
長
か
ら
店
内
の
販

売
状
況
の
説
明
を
受
け
、
店
内
に

陳
列
さ
れ
て
い
る
本
県
の
商
品
の

ほ
か
、
米
等
の
食
品
・
飲
料
品
等
、

日
本
の
商
品
の
販
売
状
況
を
視
察

し
た
。

　

ま
た
、
五
月
二
十
五
日
か
ら
開

催
さ
れ
た
「
２
０
１
２
台
北
国
際

観
光
博
覧
会
」
に
本
県
町
村
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
青
森
県
ブ
ー

ス
に
置
き
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
た
。

台
湾
で
の
日
本
産
品
の
現
状
を
学
ぶ

一行は公益財団法人交流協会を訪問

全国町村長大会前後の関係団体大会・会議等予定一覧表　
平成24年７月17日現在

月　日 時間 大会・会議等 会　場 電　話 主　催　者 電　話

11月16日（金） 13：00 全国過疎地域自立促進連盟第43回定期総会 メルパルク東京 03-3459-5501 全国過疎地域自立促進連盟 03-3580-3070

11月20日（火） 11：00 土砂災害から人命と地域を守る砂防会議 砂防会館別館 03-3261-8386 全国治水砂防協会 03-3261-8386

11月20日（火） 17：00 県選出国会議員との懇談会 ホテルニューオータニ 03-3265-1111 青森県町村会 017-723-1331

11月21日（水）

12：00 全国町村長大会 ＮＨＫホール 03-3465-1751 全国町村会（行政部） 03-3581-0483

15：30 北東北三県町村長中央研修会 ホテルニューオータニ 03-3265-1111 青森県町村会 017-723-1331

17：15 北東北三県町村長中央交流会 ホテルニューオータニ 03-3265-1111 青森県町村会 017-723-1331

11月22日（木） 10：00 水産業振興・漁村活性化推進大会 全国町村会館 03-3581-0471 全国市町村水産業振興対策協議会 03-3581-0485

11月22日（木） 10：00 第57回簡易水道整備促進全国大会 砂防会館別館 03-3261-8386 全国簡易水道協議会 03-3581-3751

11月22日（木） 10：30 全国山村振興連盟通常総会 グランドアーク半蔵門 03-3288-0111 全国山村振興連盟 03-3581-7527

11月22日（木） 13：30 国保制度改善強化全国大会 日比谷公会堂 03-3591-6388 国民健康保険中央会 03-3581-6821

11月22日（木） 14：00 全国観光地所在町村協議会総会 全国町村会館 03-3581-0471 全国観光地所在町村協議会 03-3581-0484

11月29日（木） 13：00 全国浄化槽推進市町村協議会通常総会 グランドヒル市ヶ谷 03-3268-0111 全国浄化槽推進市町村協議会 03-3635-4888

11月29日（木） 13：30 安全・安心の道づくりを求める全国大会 日比谷公会堂 03-3591-6388

全国道路利用者会議
道路整備促進期成同盟会全国協議会
全国高速道路建設協議会
全国街路事業促進協議会

03-3501-5611
03-3234-1707
03-5212-9147
03-5320-5247

11月30日（金） 14：00 治水事業促進全国大会 砂防会館別館 03-3261-8386 全国治水期成同盟会連合会 03-3222-6663

※「半島振興対策促進大会」（主催：全国半島振興市町村協議会他）の開催日時・会場は未定。
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本
会
に
事
務
局
を
置
く
三
つ
の

各
団
体
は
、
六
月
四
日
、
青
森
市

の
県
共
同
ビ
ル
で
二
十
四
年
度
理

事
会
、
総
会
を
開
催
し
た
。

　

各
団
体
は
、
二
十
三
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
、
二
十
四
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
を
審
議

し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
、

決
定
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
山
村
過
疎
地
域
振

興
連
盟
県
支
部
は
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
の
選
任
を
行
っ
た
。

　

各
団
体
の
理
事
会
、
総
会
の
概

要
は
次
の
と
お
り
。

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

　

理
事
会
に
は
越
善
会
長
（
東
通

村
長
）
を
は
じ
め
、
理
事
十
一
人

（
代
理
含
む
）
が
出
席
し
、
収
支

予
決
算
等
を
承
認
、
決
定
し
た
。

全
国
山
村
過
疎
地
域

振
興
連
盟
青
森
県
支
部

　

理
事
会
に
は
、太
田
支
部
長（
佐

井
村
長
）、
野
坂
副
支
部
長
（
横

浜
町
長
）
を
は
じ
め
理
事
十
二
人

が
出
席
し
、
収
支
予
決
算
等
を
承

認
、
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
正
・

副
支
部
長
の
選
任
を
行
い
、
支
部

長
に
太
田
佐
井
村
長
（
過
疎
地
域

対
策
部
会
長
兼
任
）、
副
支
部
長

に
野
坂
横
浜
町
長
（
山
村
振
興
部

会
長
兼
任
）
と
森
内
外
ヶ
浜
町
長

を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
。

発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
青
森
県
支
部

　

総
会
に
は
、
関
支
部
長
（
西
目

屋
村
長
）
を
は
じ
め
会
員
市
町
村

よ
り
五
人
が
出
席
し
、
収
支
予
決

算
等
を
承
認
、
決
定
し
た
。

県広報広聴協議会理事会の様子

24
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
を
決
定

各
団
体
理
事
会
・
総
会

青
森
県
広
報
広
聴
協
議
会

（
会
員
数
＝
県
・
40
市
町
村
）

越善会長

会
　
長

　

越　

善　

靖　

夫（
東
通
村
長
）

副
会
長

　

鹿　

内　
　
　

博（
青
森
市
長
）

　

小
山
内　

豊　

彦（
県
企
画
政
策
部
長
）

理
　
事

　

葛　

西　

憲　

之（
弘
前
市
長
）

　

小　

林　
　
　

眞（
八
戸
市
長
）

　

鳴　

海　

広　

道（
黒
石
市
長
）

　

平　

山　

誠　

敏（
五
所
川
原
市
長
）

　

小
山
田　
　
　

久（
十
和
田
市
長
）

　

宮　

下　

順
一
郎（
む
つ
市
長
）

　

福　

島　

弘　

芳（
つ
が
る
市
長
）

　

大　

川　

喜
代
治（
平
川
市
長
）

　

森　

内　
　
　

勇（
外
ヶ
浜
町
長
）

　

吉　

田　
　
　

満（
深
浦
町
長
）

　

鈴　

木　

孝　

雄（
田
舎
館
村
長
）

　

野　

坂　
　
　

充（
横
浜
町
長
）

　

金　

澤　

満　

春（
大
間
町
長
）

　

浜　

谷　

豊　

美（
階
上
町
長
）

全
国
山
村
過
疎
地
域
振
興

連
盟
青
森
県
支
部

（
会
員
数
＝
28
市
町
村
）

青
森
県
町
村
会
内
部
団
体

協
議
会
共
通
監
事

太田支部長

支
部
長

　

関　
　
　

和　

典（
西
目
屋
村
長
）

副
支
部
長

　

竹　

原　

義　

人（
三
戸
町
長
）

会
　
員

　

青

森

市

　

黒

石

市

　

十

和

田

市

　

平

川

市

　

鰺

ヶ

沢

町

　

深

浦

町

　

種　

市　

一　

正（
三
沢
市
長
）

　

古　

川　

健　

治（
六
ヶ
所
村
長
）

　

東　

條　

昭　

彦（
鰺
ヶ
沢
町
長
）

支
部
長

　

太　

田　

健　

一

（
佐
井
村
長
）〈
過
〉

　
（
過
疎
地
域
対
策
部
会
長
兼
任
）

副
支
部
長

　

野　

坂　
　
　

充

（
横
浜
町
長
）〈
山
・
過
〉

　
（
山
村
振
興
部
会
長
兼
任
）

　

森　

内　
　
　

勇

（
外
ヶ
浜
町
長
）〈
山
〉

理
　
事

　

平　

山　

誠　

敏

（
五
所
川
原
市
長
）〈
過
〉

　

大　

川　

喜
代
治

（
平
川
市
長
）〈
山
〉

　

船　

橋　

茂　

久

（
平
内
町
長
）〈
過
〉

　

東　

條　

昭　

彦

（
鰺
ヶ
沢
町
長
）〈
過
〉

　

関　
　
　

和　

典

（
西
目
屋
村
長
）〈
山
〉

　

山　

田　

年　

伸

（
大
鰐
町
長
）〈
過
〉

　

小　

野　

俊　

逸

（
中
泊
町
長
）〈
山
〉

　

飯　

田　

浩　

一

（
風
間
浦
村
長
）〈
山
〉

　

竹　

原　

義　

人

（
三
戸
町
長
）〈
過
〉

　

須　

藤　

良　

美

（
新
郷
村
長
）〈
山
〉

〈
山
〉
は
山
村
担
当
理
事

〈
過
〉
は
過
疎
担
当
理
事

発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
青
森
県
支
部

（
会
員
数
＝
８
市
町
村
）

関支部長

　　本会に事務局を置く各団体役員名簿（平成24年７月１日現在）
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市町村自治研修会
開催のお知らせ

1　日時
　平成24年８月９日(木)13:00 ～ 16:15

2　場所
　ホテルクラウンパレス青森
　２階　「奥入瀬」
　青森市本町5−5−4　電話017-775-1151

3　講師及びテーマ
　講演１　「舞台裏から見た政治経済の行方」
　　　　　講師：テレビ朝日コメンテーター
　　　　　　　　三反園　訓　氏

　講演２　「青森県の経済産業を考える
　　　　　－『青森県基本計画』

にもふれて－」
　　　　　講師：青森地域社会研究所
　　　　　　　　特別顧問
　　　　　　　　末永　洋一　氏　

※詳細は、本会業務課（017−723−1331）
までお問い合わせ願います。

青 森 県 町 村 長 等 名 簿 平成２4年７月20日現在　
町村数３０町村（２２町８村）

区　分
町村 町　　村　　長 生年月日 当選

回数
任期満了
年 月 日 副町村長

東
郡

平 内 町 船　　橋　　茂　　久 S24． 7．１7 １ ２7．１１．１４ 山　　田　　光　　昭
今 別 町 小　　鹿　　正　　義 S　６． ２．１８ ３ ２５．１０．１２ 阿　　部　　義　　治
外 ヶ 浜 町 森　　内　　　　　勇 S１３． ３． ２ ２ ２５． ４．２３
蓬 田 村 古　　川　　正　　隆 S２２． ６． ２ ４ ２５．１１． ８

西
郡

鰺 ヶ 沢 町 東　　條　　昭　　彦 S１６． ４．１５ １ ２５.１２．２６ 長　　内　　　　　仁
深 浦 町 吉　　田　　　　　満 S２８． ９． ９ １ ２４．１２．２０ 本　　田　　満　　生

中郡 西 目 屋 村 関　　　　　和　　典 S４２． ２．２４ ２ ２６． ２．２５

南
郡

藤 崎 町 平　　田　　博　　幸 S3２． 6． 2 １ ２7．１1．１9
大 鰐 町 山　　田　　年　　伸 S２７． ３．１１ １ ２６. ７．２１
田 舎 館 村 鈴　　木　　孝　　雄 S１２． ２．１０ ２ ２４．１１．１７

北
郡

板 柳 町 舘　　岡　　一　　郎 S１８． ３． ４ ４ ２7. ４．２９ 成　　田　　誠　　一
鶴 田 町 中　　野　　掔　　司 S　４．１１． ７ １０ ２６. ８．２０ 山　　本　　一　　郎
中 泊 町 小　　野　　俊　　逸 S１７． ７．２９ ４ ２５. ４．２３

上
北
郡

野 辺 地 町 中　　谷　　純　　逸 S24． 8．16 １ ２7．１０．２６ 杉　　田　　三　　生
七 戸 町 小　　又　　　　　勉 S２４． １． ２ ２ ２5. ４．２３ 大　　平　　　　　均
六 戸 町 吉　　田　　　　　豊 S２５． ３．２８ ６ ２8. １．２７ 保 土 澤　　正　　教
横 浜 町 野　　坂　　　　　充 S２６． １．３１ ２ ２４．１２．１１ 新　　渡　　喜　　広
東 北 町 斗　　賀　　壽　　一 S１９． ７． ２ １ ２５. ４．２３ 蛯　　名　　鉱　　治
お い ら せ 町 成　　田　　　　　隆 S２６． ２． ４ １ ２６. ３．２５ 西　　館　　芳　　信
六 ヶ 所 村 古　　川　　健　　治 S　９． ５．２８ ３ ２６. ７. ６ 戸　　田　　　　　衛

下
北
郡

大 間 町 金　　澤　　満　　春 S２５． ３． ９ ２ ２５. １．１８ 菊　　池　　武　　利
東 通 村 越　　善　　靖　　夫 S１７． １． ７ ４ ２５. ４．１２ 林　　　　　春　　美
風 間 浦 村 飯　　田　　浩　　一 S35． 5． 5 １ ２7. ４．23
佐 井 村 太　　田　　健　　一 S２６．１１．２５ ３ ２５. ４．２１

三
戸
郡

三 戸 町 竹　　原　　義　　人 S２５．１１．２８ １ ２４．１２．１５
五 戸 町 三　　浦　　正　　名 S２９． １． １ ４ ２7. ６．２６ 鳥 谷 部　　禮 三 郎
田 子 町 山　　本　　晴　　美 S39． 4．10 １ ２8． 1．１4
南 部 町 工　　藤　　祐　　直 S３０． ５．２２ ４ ２６． ２．１１ 坂　　本　　勝　　二
階 上 町 浜　　谷　　豊　　美 S３１． ８．２３ ２ ２５．１２．２３ 久　　保　　和　　子
新 郷 村 須　　藤　　良　　美 S１５． ３．２９ ２ ２５． ５．２８ 横　　田　　孝　　夫

今
後
の
主
な
行
事
予
定

本
会
理
事
会

　

8
月
9
日
（
木
）
11
時

　

青
森
市
・
県
共
同
ビ
ル

県
立
高
等
学
校
教
育
改
革
第
３
次

実
施
計
画
［
後
期
］（
案
）
に
係

る
市
町
村
長
へ
の
説
明
会
及
び
意

見
交
換
会

　

8
月
17
日
（
金
）
14
時

　

青
森
市
・
ラ
・
プ
ラ
ス
青
い
森

町
村
長
健
康
管
理
研
修

　

8
月
21
日
（
火
）
～
23
日
（
木
）

　

鰺
ヶ
沢
町
、
青
森
市

　

本
会
に
事
務
局
を
置
く
青
森
県

市
町
村
農
業
農
村
振
興
対
策
協
議

会
（
会
長
・
舘
岡
板
柳
町
長
）
並

び
に
青
森
県
市
町
村
林
野
振
興
対

策
協
議
会
（
会
長
・
古
川
蓬
田
村

長
）
は
、
四
月
、
両
協
議
会
の
解

散
等
を
議
題
と
す
る
臨
時
総
会
を

開
催
し
、
議
案
は
全
会
一
致
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
議
決
さ
れ
、
平

成
二
十
四
年
四
月
二
十
日
を
も
っ

て
発
展
的
に
解
散
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
両
協
議
会
は
、
昨
年

度
の
理
事
会
で
の
協
議
を
踏
ま

え
、
会
員
市
町
村
に
対
し
両
協
議

会
の
解
散
も
含
め
た
「
今
後
の
対

応
」
に
つ
い
て
意
向
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
全
て
の
会
員
市
町
村

よ
り
解
散
に
つ
い
て
賛
意
が
示
さ

れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
本
年
一
月
、
全
国
市
町

村
農
業
農
村
振
興
対
策
協
議
会
並

び
に
全
国
市
町
村
林
野
振
興
対
策

協
議
会
が
解
散
し
た
ほ
か
、
東
北

六
県
農
業
農
村
振
興
対
策
協
議
会

並
び
に
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
市

町
村
林
野
振
興
対
策
連
絡
協
議
会

も
、三
月
末
を
も
っ
て
解
散
し
た
。

協
議
会
を
解
散

県
農
対
協
・
林
対
協
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町 村 ト ピ ッ ク ス

T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

大
間
の
大
地
で
ゆ
っ
く
り
育
っ
た

『
オ
コ
ッ
ペ
い
も
っ
こ
』

西
目
屋
村
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
‼

む
つ
湾
の
素
晴
ら
し
い
眺
望
と

漁
業
体
験
で
自
然
を
満
喫
し
よ
う
！

　六ヶ所村泊地区で７月18～ 20日の３
日間、泊例大祭が開催されます。
　18日は諏訪神社、20日は貴宝山神社
を起点に神輿や山車、流し踊りなどの
パレードが行われ、19日の港まつりで
は大漁祈願祭が開かれ、夜には花火が
打ち上げられます。
　この時期は、スルメイカなど泊自慢
の海産物が豊富にとれ、港まつりでも
味わうことができます。
　初夏のにぎやかな祭りと、新鮮な海
産物を味わいにどうぞお越しください。

上北郡

ろ
っ
か
し
ょ
む
ら

六
ヶ
所
村

初
夏
、

海
と
祭
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　「りんご灯まつり」が８月８～10日
の３日間、板柳町役場を主会場に開
催されます。りんごの豊作と作業の
安全を祈願するこの祭りのメインは、
たわわに実るりんごを表している「り
んご山笠」の提灯。「ノレサ！ソレ
サ！」の掛け声で町内を練り歩きま
す。いろいろな催しもあります。
※詳しい日程が決まり次第、町ホー
ムページなどでお知らせします。
http://www.town.itayanagi.aomori.jp

北津軽郡

い
た
や
な
ぎ
ま
ち

板
柳
町

問い合わせ先　板柳町役場経済課
　　　　　　　TEL 0172-73-2111

２
０
１
２
り
ん
ご
灯
ま
つ
り

中津軽郡

に
し
め
や
む
ら

西
目
屋
村

　世界自然遺産白神山地のバッ
ファーゾーン内にある暗門の滝歩道
が７月開通します。暗門の滝歩道は
暗門川沿いに歩道が整備され、手前
から第３の滝、第２の滝、第１の滝
と順に大きくなっていく滝を見るこ
とができます。歩道沿いには珍しい
植物や、川ではイワナの魚影を見る
こともあり、大自然を満喫できる歩
道となっています。

問い合わせ先　西目屋村総務課商工観光係
　　　　　　　TEL 0172-85-2800

問い合わせ先　平内町漁業協同組合　指導課
　　　　　　　TEL 017-755-4111

　「漁船で行GO！（いご～）」は、平内
町の土屋漁業研究会が平成19年から実
施しているもので、陸奥湾の美しい景色
を満喫しながら「ほたて養殖」をはじめ、
色々な魚がとれる「刺し網漁」もしくは
「カゴ漁」が体験・学習できます。ほた
て養殖などの平内町の漁業について、
漁師さんのお話を聞いたり、近くを飛ぶ
ゴメ（かもめ）に餌をあげたりと普段体
験できないことばかりです。
　詳細は、平内町ホームページでご確
認ください。
(http://www.town.hiranai.aomori.jp/index.cfm/1,html)

東津軽郡

ひ
ら
な
い
ま
ち

平
内
町

　大間町奥戸（おこっぺ）地区で伝承
され続けている「オコッペいもっこ」。
　明治38年に青森県がアメリカから導
入し、購入価格がわずか６個で３円も
した（当時は白米１俵５円30銭）こと
から、「三円いも」と名付けられました。
　ビタミンCなどの栄養素も豊富で疲労
回復などの効果があり、煮えやすく粉
をふく性質と美味しさが好評で県内外
から注文が寄せられます。ぜひ一度ご
賞味ください。

下北郡

お
お
ま
ま
ち

大
間
町

問い合わせ先　はまなす農業協同組合佐井連絡所
　　　　　　　TEL 0175-38-2016

　南部まつりが８月19日、三戸駅周辺
で開催されます。南部藩発祥の地とい
う由緒ある古い歴史を背景に、豪華絢
爛な大名行列、古式ゆかしい奥方行列
を中心とした一大絵巻が展開されます。
山車のお囃子競演や郷土芸能の披露な
どで華やかなまつりを一層盛り上げ、
観客を魅了します。
　また南部まつり前日には「なんぶサ
マーフェスティバル」も行われ、アー
ティストによるライブや迫力ある花火
が、夏の夜空を鮮やかに彩ります。

三戸郡

な
ん
ぶ
ち
ょ
う

南
部
町

問い合わせ先　南部町役場商工観光課　
　　　　　　　TEL 0178-76-3230

古
式
ゆ
か
し
い
大
名
行
列
が

練
り
歩
く

問い合わせ先　はまなす農業協同組合佐井連絡所
　　　　　　　TEL 0175-72-2111（内線 262 ～ 264）

　８月18日、19日の２日間、おいらせ町
では熱いイベントが開催されます。下田
公園縄文の森イベント広場では「10th 
縄文の森チャリティフレンズライブ」を
開催。音楽好きにはたまらない２日間で
す。ビール片手に盛り上がってみては。
　みなくる館では「全国将棋祭り」が開
催され、女流棋士公式戦のおいらせ対
局、プロ棋士の多面指し、将棋大会な
ど多くの将棋ファンが足を運びます。
　この２日間はおいらせ町が熱い。皆さ
まのお越しをお待ちしています。

上北郡

お
い
ら
せ
ち
ょ
う

お
い
ら
せ
町

問い合わせ先　フレンズライブおいらせ実行委員会　TEL0178-56-4701（田中・佐藤）
　　　　　　　全国将棋祭り実行委員会　TEL 0178-52-3900

お
い
ら
せ
町
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト

フ
レ
ン
ズ
ラ
イ
ブ
・
将
棋
祭
り

　閉校した小学校を活用した体験交流
施設「わっせ交流センター」がオープン！
階上そばや郷土料理を味わえる食堂や
特産品の販売をはじめ、そば打ち体験
のほか豆腐作りやみそ作りなどの体験
イベントも開催しています。木造校舎の
木のぬくもりや地元の人たちのあたたか
さに触れられる“わっせ”にぜひ一度遊
びに来てください！
■営業日　毎週土・日（12／29～１／３除く）
■営業時間　10：00～15：00
※団体の場合は平日利用も可能です。
　詳しくはお問い合わせください。

三戸郡

は
し
か
み
ち
ょ
う

階
上
町

問い合わせ先　わっせ交流センター　
　　　　　　　TEL 0178-88-2709

体
験
交
流
施
設
が
オ
ー
プ
ン
！

わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
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町 村 ト ピ ッ ク ス

T o w n  a n d  v i l l a g e  t o p i c s

大
間
の
大
地
で
ゆ
っ
く
り
育
っ
た

『
オ
コ
ッ
ペ
い
も
っ
こ
』

西
目
屋
村
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来
‼

む
つ
湾
の
素
晴
ら
し
い
眺
望
と

漁
業
体
験
で
自
然
を
満
喫
し
よ
う
！

　六ヶ所村泊地区で７月18～ 20日の３
日間、泊例大祭が開催されます。
　18日は諏訪神社、20日は貴宝山神社
を起点に神輿や山車、流し踊りなどの
パレードが行われ、19日の港まつりで
は大漁祈願祭が開かれ、夜には花火が
打ち上げられます。
　この時期は、スルメイカなど泊自慢
の海産物が豊富にとれ、港まつりでも
味わうことができます。
　初夏のにぎやかな祭りと、新鮮な海
産物を味わいにどうぞお越しください。

上北郡

ろ
っ
か
し
ょ
む
ら

六
ヶ
所
村

初
夏
、

海
と
祭
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　「りんご灯まつり」が８月８～10日
の３日間、板柳町役場を主会場に開
催されます。りんごの豊作と作業の
安全を祈願するこの祭りのメインは、
たわわに実るりんごを表している「り
んご山笠」の提灯。「ノレサ！ソレ
サ！」の掛け声で町内を練り歩きま
す。いろいろな催しもあります。
※詳しい日程が決まり次第、町ホー
ムページなどでお知らせします。

http://www.town.itayanagi.aomori.jp
北津軽郡

い
た
や
な
ぎ
ま
ち

板
柳
町

問い合わせ先　板柳町役場経済課
　　　　　　　TEL 0172-73-2111

２
０
１
２
り
ん
ご
灯
ま
つ
り

中津軽郡

に
し
め
や
む
ら

西
目
屋
村

　世界自然遺産白神山地のバッ
ファーゾーン内にある暗門の滝歩道
が７月開通します。暗門の滝歩道は
暗門川沿いに歩道が整備され、手前
から第３の滝、第２の滝、第１の滝
と順に大きくなっていく滝を見るこ
とができます。歩道沿いには珍しい
植物や、川ではイワナの魚影を見る
こともあり、大自然を満喫できる歩
道となっています。

問い合わせ先　西目屋村総務課商工観光係
　　　　　　　TEL 0172-85-2800

問い合わせ先　平内町漁業協同組合　指導課
　　　　　　　TEL 017-755-4111

　「漁船で行GO！（いご～）」は、平内
町の土屋漁業研究会が平成19年から実
施しているもので、陸奥湾の美しい景色
を満喫しながら「ほたて養殖」をはじめ、
色々な魚がとれる「刺し網漁」もしくは
「カゴ漁」が体験・学習できます。ほた
て養殖などの平内町の漁業について、
漁師さんのお話を聞いたり、近くを飛ぶ
ゴメ（かもめ）に餌をあげたりと普段体
験できないことばかりです。
　詳細は、平内町ホームページでご確
認ください。
(http://www.town.hiranai.aomori.jp/index.cfm/1,html)

東津軽郡

ひ
ら
な
い
ま
ち

平
内
町

　大間町奥戸（おこっぺ）地区で伝承
され続けている「オコッペいもっこ」。
　明治38年に青森県がアメリカから導
入し、購入価格がわずか６個で３円も
した（当時は白米１俵５円30銭）こと
から、「三円いも」と名付けられました。
　ビタミンCなどの栄養素も豊富で疲労
回復などの効果があり、煮えやすく粉
をふく性質と美味しさが好評で県内外
から注文が寄せられます。ぜひ一度ご
賞味ください。

下北郡

お
お
ま
ま
ち

大
間
町

問い合わせ先　はまなす農業協同組合佐井連絡所
　　　　　　　TEL 0175-38-2016

　南部まつりが８月19日、三戸駅周辺
で開催されます。南部藩発祥の地とい
う由緒ある古い歴史を背景に、豪華絢
爛な大名行列、古式ゆかしい奥方行列
を中心とした一大絵巻が展開されます。
山車のお囃子競演や郷土芸能の披露な
どで華やかなまつりを一層盛り上げ、
観客を魅了します。
　また南部まつり前日には「なんぶサ
マーフェスティバル」も行われ、アー
ティストによるライブや迫力ある花火
が、夏の夜空を鮮やかに彩ります。

三戸郡

な
ん
ぶ
ち
ょ
う

南
部
町

問い合わせ先　南部町役場商工観光課　
　　　　　　　TEL 0178-76-3230

古
式
ゆ
か
し
い
大
名
行
列
が

練
り
歩
く

問い合わせ先　はまなす農業協同組合佐井連絡所
　　　　　　　TEL 0175-72-2111（内線 262 ～ 264）

　８月18日、19日の２日間、おいらせ町
では熱いイベントが開催されます。下田
公園縄文の森イベント広場では「10th 
縄文の森チャリティフレンズライブ」を
開催。音楽好きにはたまらない２日間で
す。ビール片手に盛り上がってみては。
　みなくる館では「全国将棋祭り」が開
催され、女流棋士公式戦のおいらせ対
局、プロ棋士の多面指し、将棋大会な
ど多くの将棋ファンが足を運びます。
　この２日間はおいらせ町が熱い。皆さ
まのお越しをお待ちしています。

上北郡

お
い
ら
せ
ち
ょ
う

お
い
ら
せ
町

問い合わせ先　フレンズライブおいらせ実行委員会　TEL0178-56-4701（田中・佐藤）
　　　　　　　全国将棋祭り実行委員会　TEL 0178-52-3900

お
い
ら
せ
町
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト

フ
レ
ン
ズ
ラ
イ
ブ
・
将
棋
祭
り

　閉校した小学校を活用した体験交流
施設「わっせ交流センター」がオープン！
階上そばや郷土料理を味わえる食堂や
特産品の販売をはじめ、そば打ち体験
のほか豆腐作りやみそ作りなどの体験
イベントも開催しています。木造校舎の
木のぬくもりや地元の人たちのあたたか
さに触れられる“わっせ”にぜひ一度遊
びに来てください！
■営業日　毎週土・日（12／29～１／３除く）
■営業時間　10：00～15：00
※団体の場合は平日利用も可能です。
　詳しくはお問い合わせください。

三戸郡

は
し
か
み
ち
ょ
う

階
上
町

問い合わせ先　わっせ交流センター　
　　　　　　　TEL 0178-88-2709

体
験
交
流
施
設
が
オ
ー
プ
ン
！

わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
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いつでもご加入いただけますので下記までお問い合わせ願います。
問合せ先　全国町村職員生活協同組合青森県支部
　　　　　青森県町村会総務課〔共済事業〕　TEL０１７（７２３）１３３１

自
動
車
共
済

万
一
の
事
故
に
備
え
を
！

●共済契約できる自動車
●自家用普通・小型乗用自動車
●自家用軽四輪自動車
●自動二輪車●原動機付自転車

１．あなたの所有する
２．あなたと同一世帯に属する親族（同居の親族）の所有する

町村生協の自動車共済にご加入の方のみ、車両共済（保険）に加入できます
○町村生協の自動車共済で過去３年間無事故で、新たに車両共済（保険）

に加入する場合、新規契約と比較して　
　４０％割引（９等級）からスタート！
○一括払いでご契約の場合は、さらに　５％割引！
○保険料分割払（１２回）も選択可能です。
○ロードサービスも無料でサービス！

●共済掛金と共済金額
共 済 掛 金 額 （ 年 間 ）用途及び車種

区分
共済金額

原動機付自転車
（１２５CC以下）

自動二輪車
（１２５CC超）

自家用軽四輪乗用
貨物車（６６０cc以下）

自家用普通・小型乗用
小型貨物車（６６０cc超）

１２,０００円１７,０００円１９,０００円３０,０００円
対　人　賠　償　 円円円円 無制限
対　物　賠　償　 円円円 １,０００万円
自損事故傷害共済　  １,５００万円
限定搭乗者　 円円円円 ５００万円

Ａ　

型

１４,０００円２０,０００円２１,０００円３３,０００円
対　人　賠　償　 円円円円 無制限
対　物　賠　償　 円円円円 無制限
自損事故傷害共済　  １,５００万円
限定搭乗者　 円円円 １,０００万円

Ｂ　

型

町村生協の自動車共済にご加入の皆様なら！
※無共済等自動車傷害共済・他者運転特約も自動付帯。　※自賠責保険と共済金の一括払も実施しています。

　

本
会
は
四
月
十
七
日
、
青
森
市

の
県
共
同
ビ
ル
で
総
合
賠
償
補
償

保
険
事
務
担
当
者
研
修
会
を
開
催

し
た
。
出
席
者
は
市
町
村
の
担
当

者
約
四
十
名
。

　

研
修
会
で
は
、
は
じ
め
に
本
会

の
山
口
常
務
理
事
が
「
本
保
険
制

度
の
趣
旨
は
、
市
町
村
の
法
律
上

の
賠
償
金
の
支
出
に
よ
る
財
政
負

担
の
軽
減
と
、
ス
ム
ー
ズ
な
賠
償

問
題
の
解
決
に
よ
り
行
政
の
円
滑

化
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今

後
と
も
本
保
険
制
度
に
対
す
る
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

引
き
続
き
、
本
保
険
幹
事
会
社

で
あ
る
（
株
）
損
害
保
険
ジ
ャ
パ

ン
の
恩
田
青
森
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
課
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
全
国

町
村
会
総
合
賠
償
補
償
保
険
の
概

要
と
事
故
処
理
に
つ
い
て
同
社
担

当
者
が
説
明
し
「
賠
償
補
償
事
案

が
年
々
複
雑
多
様
化
、
賠
償
額
も

高
額
化
の
傾
向
が
あ
り
、
住
民
の

損
害
賠
償
請
求
の
意
識
も
変
化
し

て
い
る
。
市
町
村
が
所
有
か
管
理

す
る
施
設
な
ど
の
所
有
者
や
占
有

者
に
法
律
上
の
責
任
が
あ
る
事
故

に
よ
っ
て
他
人
の
財
物
・
身
体
等

を
害
し
た
場
合
、
被
害
者
に
対
す

る
賠
償
義
務
が
発
生
す
る
。
法
律

的
賠
償
責
任
が
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
場
合
、
そ
の
過
失
割
合
に
応
じ

て
総
合
賠
償
保
険
の
対
象
と
な
る
。

事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や

か
に
青
森
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か

町
村
会
へ
連
絡
し
、
事
案
の
早
期

解
決
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

な
ど
と
述
べ
た
ほ
か
、
冬
季
に
多

く
発
生
す
る
事
故
・
施
設
の
屋
根

か
ら
の
落
雪
や
道
路
の
穴
凹
事
故

な
ど
事
例
を
交
え
て
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
、
本
会
事
務
局
が

二
十
四
年
度
更
新
加
入
事
務
と
事

故
報
告
書
の
取
扱
い
及
び
二
十
三

年
度
加
入
状
況
、
支
払
い
実
績
等

を
説
明
し
、
本
保
険
制
度
に
対
す

る
理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

制度の理解を深める参加者

総
合
賠
償
補
償
保
険
制
度
を
説
明

事
務
担
当
者
研
修
会
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●共済掛金と共済金額
共済掛金（年額）は共済契約１口（１０万円）につき６０円です。
契約額の最高限度は、６００口で、６,０００万円が限度です。

共 済 契 約 の 最 高 限 度

共済掛金共済金額口　数区　　　　分

２４,０００円４,０００万円４００口建物のみの場合

１２,０００円２,０００万円２００口動産のみの場合

３６,０００円６,０００万円６００口建物と動産を併せた場合

●共済契約できる物件
●あなたの所有する居住用建物、または、その建物内にある動産

●あなたと同一世帯に属する親族が所有し、かつ、あなたが現に同居している建物または、その建物内にある動産

安安安安安安安安安安安いいいいいいいいいいい掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛掛金金金金金金金金金金金ででででででででででで大大大大大大大大大大大きききききききききききななななななななななな補補補補補補補補補補補償償償償償償償償償償償ををををををををををを住
宅
火
災
共
済

確
か
な
安
心
を
！

風水雪害特約制度
風水雪害特約制度は、風水雪害による損害について、火災共済契約に任意に付
加することにより共済金を支払う特約制度です。特約を付加していない場合、
風災、水災又は雪災による損害は、損害額が５０万円以上の場合、損害の程度に
応じ給付され、全損の場合では１００分の１０又は４５０万円のいずれか低い額の給付
ですが、特約に加入することにより、火災共済契約の風水雪害共済金に加算し
て風水雪害特約共済金を損害額の５０％又は火災共済契約額の５０％のいずれか少
ない額を限度に支払います。（ただし、風水雪害共済金と特約共済金の支払合計
額が３,０００万円を超える場合、３,０００万円が限度となります。）特約共済掛金は、
一口１０万円につき５０円です。（火災共済契約と同額を特約共済金額とします。）

　

本
会
は
六
月
五
日
、
青
森
市
の

ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
災
害
共

済
関
係
事
業
事
務
研
修
打
合
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
市
町
村
及

び
一
部
事
務
組
合
等
の
事
務
担
当

者
約
百
十
人
。

　

は
じ
め
に
本
会
の
山
口
常
務
理

事
が
「
相
互
救
済
を
原
則
と
す

る
、
共
済
事
業
の
安
定
的
な
運
営

は
、
加
入
団
体
と
加
入
者
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

事
業
の
更
な
る
充
実
強
化
と
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
に

は
、
事
務
を
担
当
さ
れ
て
い
る
皆

様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
。
今
後
も
皆
様
方
の
ご

要
望
に
応
え
る
事
業
と
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

打
合
会
で
は
、
全
国
町
村
会
公

有
物
件
課
の
戸
田
課
長
が
、
今
冬

の
豪
雪
・
落
雷
に
伴
う
公
有
建
物

共
済
金
の
填
補
責
任
や
共
済
金
請

求
に
係
る
留
意
点
を
は
じ
め
、
公

有
建
物
共
済
全
般
に
つ
い
て
説
明

し
た
ほ
か
、
同
庶
務
課
の
堀
江
課

長
が
、
二
十
五
年
の
更
新
期
よ
り

特
定
疾
病
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、

幹
事
会
社
が
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

と
な
り
、
全
国
町
村
職
員
生
活
協

同
組
合
が
制
度
運
営
に
あ
た
る
こ

と
の
報
告
と
変
更
項
目
の
説
明
が

あ
っ
た
ほ
か
、
新
制
度
の
契
約
移

行
の
際
の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
事
務
局
か
ら
は
、
生
協
火

災
・
自
動
車
共
済
事
業
、
任
意
共

済
・
特
定
疾
病
保
険
事
業
、
弔
慰

金
事
業
、
個
人
年
金
共
済
事
業
の

概
要
並
び
に
更
新
事
務
手
続
き
や
、

公
有
・
生
協
事
故
報
告
及
び
共
済

金
請
求
に
伴
う
事
務
手
続
き
等
を

説
明
し
た
ほ
か
、
車
両
保
険
幹
事

会
社
で
あ
る
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン

青
森
支
社
よ
り
車
両
共
済
の
説
明

が
あ
っ
た
。

共済事業の更新事務手続き等を説明

各
種
共
済
事
業
を
説
明

災
害
共
済
関
係
事
業
事
務
研
修
打
合
会



16あおもり

随 想
第14話

吉
よし

田
だ

　　豊
ゆたか

六戸町長

プロフィール

町議会議長。現在5期目。62歳。

わ
が
町六

戸

　

わ
が
町
、
六
戸
町
は
青
森
県
の

東
南
部
に
位
置
し
、
町
域
は
、
細

長
い
沖
積
平
野
か
ら
な
り
、
町
の

南
部
地
区
を
奥
入
瀬
川
が
流
れ
、

東
西
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北

十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
南
北
に
や

や
長
い
形
を
し
て
お
り
、
総
面
積

は
八
十
四
・
〇
六
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
、
人
口
一
万
六
百
三
十
四

人
（
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日

現
在
）
が
生
活
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
県
南
に
あ
る
八
戸
、
三

沢
と
十
和
田
三
市
の
三
角
形
の
ほ

ぼ
真
ん
中
に
位
置
し
て
お
り
、
道

も
縦
横
無
尽
に
あ
る
こ
と
か
ら
六

戸
町
の
ど
こ
か
ら
で
も
県
南
三
市

へ
は
十
分
か
ら
三
十
分
で
行
き
来

が
で
き
る
。
私
は
、
自
然
に
恵
ま

れ
、
住
ま
う
に
便
利
な
こ
の
町
が

大
好
き
で
あ
り
、
誇
り
に
思
っ
て

い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
町
の
町
長
に
私
は

一
九
九
八
年
一
月
に
就
任
し
た
。

　

国
家
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
こ

と
は
今
ほ
ど
語
ら
れ
て
は
い
な

か
っ
た
が
、
地
方
に
対
し
て
だ
け

は
行
財
政
改
革
が
大
き
く
求
め
ら

れ
て
い
る
時
で
あ
っ
た
。

　

町
長
に
就
任
し
て
自
主
財
源
の

乏
し
い
地
方
自
治
体
が
改
革
す
る

に
は
何
が
必
要
か
と
考
え
て
み
た

と
こ
ろ
、
社
会
の
状
況
が
ど
う
あ

ろ
う
と
も
従
来
か
ら
の
「
予
算
至

上
主
義
」
と
「
単
年
度
決
算
」
に

こ
だ
わ
り
「
当
初
予
算
確
保
に
全

力
を
尽
く
す
の
が
絶
対
」
と
思
い

込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
へ
の

疑
問
だ
っ
た
。

　

私
は
予
算
編
成
の
基
本
は
守
り

つ
つ
も
、
長
年
の
当
初
予
算
確
保

だ
け
に
こ
だ
わ
る
固
定
概
念
を
打

破
し
て
、
財
政
改
革
に
役
立
つ
手

法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

お
り
し
も
自
治
体
の
電
子
化
が
叫

ば
れ
て
い
た
の
で
、
電
子
機
器
で

も
っ
て
通
帳
へ
金
額
が
直
ち
に
記

帳
さ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
予

算
の
執
行
額
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

管
理
し
町
財
政
の
把
握
を
す
る
よ

う
に
し
た
。

　

幸
い
に
当
町
の
電
子
化
の
動

き
は
早
く
、
一
九
八
四
年
に
は

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
三
台
導
入

し
て
い
た
。
一
九
八
七
年
に
は

汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
、

一
九
八
八
年
に
は
住
民
情
報
シ
ス

テ
ム
が
本
稼
動
し
て
い
る
。
す
で

に
職
員
に
は
電
子
機
器
に
対
す
る

理
解
と
知
識
が
あ
っ
た
の
で
、
行

財
政
改
革
に
役
立
つ
電
子
機
器
の

活
用
や
電
磁
式
記
録
投
票
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
早
く
か
ら

デ
ジ
タ
ル
社
会
を
見
通
し
た
先
人

た
ち
の
下
地
を
基
礎
と
し
て
、
今

日
の
六
戸
町
に
お
け
る
財
政
調
整

手
法
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
言
え

る
。

　

ま
た
執
行
さ
れ
た
予
算
の
事
務

処
理
を
最
短
で
行
な
い
、
各
予
算

執
行
項
目
か
ら
発
生
す
る
大
小
の

不
用
額
を
ど
こ
か
に
留
ま
ら
せ
る

こ
と
は
せ
ず
、
有
効
な
財
源
と
捉

え
、
予
算
の
セ
ク
シ
ョ
ン
枠
を
越
え

て
合
体
さ
せ
、
直
ち
に
補
正
予
算

で
次
な
る
事
業
に
対
応
で
き
る
よ

う
予
算
の
再
構
築
を
行
い
、
年
度

末
ま
で
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
き
た
。

　

さ
ら
に
は
今
ま
で
の
や
り
方
を

変
化
さ
せ
る
も
の
な
の
で
、
電
子

化
プ
ラ
ン
を
推
し
進
め
た
当
初
は

コ
ン
セ
プ
ト
を
多
く
の
職
員
に
は

話
さ
な
か
っ
た
。
若
干
は
強
引

だ
っ
た
と
思
う
が
、
ま
ず
実
行
あ

り
き
で
、
町
の
単
独
予
算
で
は
あ

る
が
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
工
事
の
実
施
と

全
職
員
へ
の
パ
ソ
コ
ン
配
備
プ
ラ

ン
を
作
っ
た
。
多
額
な
経
費
を
要

す
る
役
所
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
関
し
て
は
、
国
の
補
助
事
業
で

優
先
的
に
行
っ
た
。

　

現
在
で
も
ま
だ
当
町
は
、
下
水

道
事
業
な
ど
の
大
き
な
荷
物
を
背

負
っ
て
は
い
る
が
、
電
子
化
に
よ

る
町
財
政
応
用
策
が
効
を
奏
し
て
、

三
位
一
体
改
革
で
地
方
交
付
税
の

減
額
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
弱
小
自

治
体
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う

な
厳
し
い
状
況
が
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
予
算
の
有
効
な
展
開

と
順
調
な
債
務
削
減
を
実
施
し
て

い
る
。

　

最
後
に
人
の
意
見
は
様
々
で
あ

る
が
、
古
い
言
葉
に
「
万
機
公
論

に
決
す
べ
し
」
と
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
と
議

論
を
重
ね
、
結
論
は
遅
く
と
も
衆

知
を
尽
く
し
、
納
得
合
意
の
上
、

行
財
政
運
営
に
努
め
、
こ
の
厳
し

い
難
局
を
一
歩
ず
つ
解
決
し
な
が

ら
着
実
に
前
進
し
て
行
く
こ
と
が
、

明
る
い
未
来
に
繋
が
る
と
信
じ
て

い
る
所
存
で
あ
る
。


